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コミュニティ・スポーツ論における

コミュニティの現代的視点
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A Modern View ofthe Com■ nunity in a TheOry of Com=nunity Sports
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abstract

In this study, we suggest reorganization of regional sports clubs as sports groups in Japan because we consider

that it is a social foundation to reconstruct community. We analyze a club as a social and communal space that

matches human relation in urban society.

In this study, basing on "a theory of a club culture" that Arai proposed, we define a club as follows: "A club is

a network of several groups with mild personal connections that are not restricted to the region, and its function

is a community supported by a productive aspect of personal various abilities and endowments yielding

identification of self."

Furthermore, in a theory of community sports from now on, regarding a social function of a club as a main

function of promoting regional sports, we suggest that a club has a standpoint as a cooperative and productive

network of regional various groups as "a cooperative community''.
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1「 生きた用語」のコミュニティ

コミュニティ研究におけるコミュニティ (community)

概念は多様である。政策科学や社会科学のそれぞれに

所論がある
注う
。政策科学としてのコミュニティ論を

展開した松原は 「コミュニティは、それこそ不特定の

多 くの生活関心を同時に充足する場であって、定住の

生活の全面にわたる人間接触がつくりあげるものであ

るから、単なる特定の集団ではない。それだけに内容

が何か、どんなものをさすのか、すぐにイメージが浮

かび上がってこない種類のもの」
b)と
言 う。その上で

「時代の背景の変化のなかで、コミュニティを取 り扱

う方向とその意味づけも変化 している」
“)と
考える`

また奥田は 「都市型社会のコミュニティ」
"の 冒頭で、

コミュニティには 「定義らしい定義はないというのが、

正直なところです。このことは、コミュニティという

点では先輩格の欧米でも同様です」 と言 う。 さらに

「社会学の生きた用語」であり、「社会変化の節目、節

目に新しい理論武装のもとに登場するものですし、ま

た時代の要請に応える、時代の思潮を体現するという

側面」
りを強調する。松原や奥田の言及からもわかる

ように、コミュニティは 「生きた用語」として、変化

する社会に合わせてその今日的概念が検討される。

「変動」をキーワードにコミュニティ論のパラダイ

ム批半JをしたJ.バ
ーナー ド注

2)7)は
、 コミュニティに

顕在化した個別の異変をしっかり受けいれ、それに相

応しいコミュニティ研究をめざした。コミュニティ概

念が社会の変化に対応した 「生きた用語」であること

は、国内外のコミュニティ研究に共通していえる。

2 コ ミュニティの視点

ィが多様であいまいな用語であることは、

ミュニティ研究から明らかである。また
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